
（別添様式３） 

研究機関名：鳥取大学   

 

競争的研究費の直接経費からの研究代表者(PI)の人件費支出に係る 

活用実績報告書（令和７年度） 

 

１．実施状況 

①事業名 

②直接経費から

人件費を支出し

た、所属 PI の人

数（人） 

③所属する PI につ

いて、直接経費から

支出した人件費の総

額（円） 

④所属する PI につい

て、直接経費から人件

費を支出したことによ

り確保した財源の総額

（円） 

スマート農業技術の開発・供給

に関する事業 

1人 1,720,000円 1,720,000円 

    

    

合計 1人 1,720,000円 1,720,000円 

 

２．確保した財源の使途、具体的な活用内容、効果等 

 

・ 本研究プロジェクトの中核を担う当該研究者に対し、直接経費から人件費として支

出した額の 50%相当を一時金として定期賞与とは別に支給。これにより、個人の業

績に報いる弾力的な人件費運用を実施した。 

・ 運営費交付金や間接経費と一体的に活用し、下記により、研究環境の改善を図り、

研究体制の強化を行った。 

① 無線 LANの通信環境を改善し、研究活動に支障が生じていた実験室に新たにアク

セスポイントを設置し、研究環境を改善した。 

② 故障で研究活動に支障が発生していたドラフトチャンバーを修繕し、実験の安全

確保と機能回復を図った。 

 

 

 

 

 

３．策定した活用方針や活用実績を公表している研究機関のホームページ等の URLを記

載してください。なお、各研究機関における研究力向上に向けた実施事例について

は、好事例として政府のホームページでも公表させていただく場合があります。 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/ 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/


（別添様式３） 

研究機関名：鳥取大学   

 

競争的研究費の直接経費からの研究代表者(PI)の人件費支出に係る 

活用実績報告書（令和７年度） 

 

１．実施状況 

①事業名 

②直接経費から

人件費を支出し

た、所属 PI の人

数（人） 

③所属する PI につ

いて、直接経費から

支出した人件費の総

額（円） 

④所属する PI につい

て、直接経費から人件

費を支出したことによ

り確保した財源の総額

（円） 

令和７年度地域共創・セ

クター横断型カーボンニ

ュートラル技術開発・実

証事業 

１人 420,000 円 420,000 円 

    

    

合計 １人 420,000 円 420,000 円 

 

２．確保した財源の使途、具体的な活用内容、効果等 

 

・ 研究者に対して、直接経費から人件費として支出した額の５０％相当を、研究代表

者等の研究パフォーマンス向上を目的として当該 PIの研究室に配分した。 

運営費交付金と一体的に活用し、データ解析用ソフトウェアの購入費の一部に充て

た。これにより、次世代蓄電池の高性能化に資する知見が得られるものと期待され

る。 

・ 運営費交付金や間接経費と一体的に活用し、学内共同利用設備等の修理を行うこと

で研究環境の改善を図り、研究体制の強化を行った。 

 

 

 

 

３．策定した活用方針や活用実績を公表している研究機関のホームページ等の URL を

記載してください。なお、各研究機関における研究力向上に向けた実施事例につい

ては、好事例として政府のホームページでも公表させていただく場合があります。 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/ 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/


（別添様式３） 

研究機関名：鳥取大学   

 

競争的研究費の直接経費からの研究代表者(PI)の人件費支出に係る 

活用実績報告書（令和７年度） 

 

１．実施状況 

①事業名 

②直接経費から

人件費を支出し

た、所属 PI の人

数（人） 

③所属する PI につ

いて、直接経費から

支出した人件費の総

額（円） 

④所属する PI につい

て、直接経費から人件

費を支出したことによ

り確保した財源の総額

（円） 

創発的研究支援事業 １人 700,000 円 700,000 円 

    

    

合計 １人 700,000 円 700,000 円 

 

２．確保した財源の使途、具体的な活用内容、効果等 

 

・ 直接経費から人件費として支出した額の 100%相当を当該研究者に配分し、AIクラウ

ドの利用料金、NGSシークエンス利用料金、ビニールハウスの加温で使用する灯

油、肥料などを購入してラボの機能強化に使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

３．策定した活用方針や活用実績を公表している研究機関のホームページ等の URL を

記載してください。なお、各研究機関における研究力向上に向けた実施事例につい

ては、好事例として政府のホームページでも公表させていただく場合があります。 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/ 

https://www.tottori-u.ac.jp/society/study/system-improvement/

	【鳥取大学・スマート農業】文科省報告（活用実績報告）
	【鳥取大学・地域共創・セクター】文科省報告（活用実績報告）
	【鳥取大学・科学技術振興機構創発的研究支援事業】文科省報告（活用実績報告）

